
　

平
成
19
年
度
の
決
算
は
、
９
月
12
日
の
本
会
議

で
、
議
長
及
び
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
22
名

で
構
成
す
る
『
決
算
特
別
委
員
会
』
に
付
託
さ
れ
、

慎
重
な
る
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
さ
ら
に
２
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
、
専
門
的
か
つ
効
果
的
な
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
の
本
会
議
で
、
決
算
特
別
委
員
長
か

ら
、
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
８
会

計
す
べ
て
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審

査
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て

お
伝
え
し
ま
す
。
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定 例 会定 例 会

9日～24日

9 月　平成20年第３回定例会は、９月９日から24日までの16日間の会

期で開催されました。

　本会議では、平成19年度の決算審査、条例改正や補正予算など

全38議案が提出され、慎重なる審議の結果、いずれも原案のとお

り可決、認定及び同意されました。

〔
９
月
〕

　

９
日　

本
会
議

　
　
　
　

・
開
会

　
　
　
　

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　

・
会
期
の
決
定

　
　
　
　

・
諸
般
の
報
告

　
　
　
　

・
議
案
の
上
程
、
説
明
、

　
　
　
　
　

質
疑
討
論
、
採
決

　

10
日　

本
会
議

　
　
　
　

・
議
案
の
上
程
、
説
明
、

　
　
　
　
　

質
疑
討
論
、
採
決

　

11
日　

本
会
議

　
　
　
　

・
一
般
質
問 (

３
議
員
登
壇)

　

12
日　

本
会
議

　
　
　
　

・
一
般
質
問 (

２
議
員
登
壇)

　

13
〜
15
日　

休
会

　

16
日　

本
会
議

　
　
　
　

・
質
疑
（
決
算
）

　
　
　
　

・
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
、

　
　
　
　
　

付
託
、
委
員
の
選
任

　
　
　
　

・
常
任
委
員
会
付
託

　
　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　

・
正
副
委
員
長
の
互
選

　
　
　
　

・
分
科
会
の
設
置
、
分
科

　
　
　
　
　

会
委
員
の
選
任

　
　
　
　

教
育
厚
生
委
員
会

　

17
日　

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　

（
第
１
・
第
２
分
科
会
）

　

18
日　

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　

（
第
１
・
第
２
分
科
会
）

第
３
回
定
例
会
の
経
過

決算特別委員会
委員長：成嶌常松　　副委員長：鈴木義浩

◆第1分科会◆
議会事務局・総務部・会計課・

保健福祉部・教育委員会を審査

◆第２分科会◆
経済部・農業委員会・建設部・水道課を審査

平
成
19
年
度
決
算
８
会
計
を
認
定

議会だより議会だより議会だより議会だより

使われたのか?!

約155億円約155億円約155億円
総務費 (13.4%)

20億8,234万
9,620円

民生費 (20.0％)
31億1,534万

9,139円

衛生費 (7.6％)
11億8,989万

6,284円

農林水産業費 (5.4％)
8億3,734万9,248円

商工費 (1.8％)　2億7,925万2,588円

土木費　
(7.0％)　

10億8,417万
4,015円

消防費 (7.0％)
10億9,054万

6,622円

衛生費 (7.6％)
11億8,989万

6,284円
土木費　
(7.0％)　

10億8,417万
4,015円

消防費 (7.0％)
10億9,054万

6,622円

教育費 (22.5％)
35億1,477万

3,991円

災害復旧費 (0.1％)
1,680万4,000円

公債費 (14.3％)
22億2,963万

6,041円

予備費 (0％)
0円 議会費 (0.9％)

1億4,080万
3,356円

歳  出
155億

8,093万
4,904円

市税 (24.0%)
38億3,764万

6,906円

自

主

財

源

分担金及び
負担金 (0.9%)

1億4,312万
9,847円

使用料及び
手数料 (1.3％)

2億519万
6,445円

財産収入
(0.2％)

2,740万
6,460円

寄付金 (0%)
5万円

繰越金 (2.8％)
4億5,649万

7,374円

諸収入 (2.7％)
4億3,121万

2,407円

繰入金 (0.5％)
8,700万5,827円

地方交付税 (32.5％)
52億241万8,000円
地方交付税 (32.5％)
52億241万8,000円

国庫支出金 (10.1％)
16億2,063万

1,599円

県支出金 (6.1％)
9億8,602万887円
県支出金 (6.1％)

9億8,602万887円

依

存

財

源

市債 (12.1％)
19億4,230万円
市債 (12.1％)

19億4,230万円

地方譲与税
(2.1％)

3億496万
2,000円

利子交付金
 (0.1％)
1,461万
9,000円

配当割
交付金
 (0.1％)
1,513万
6,000円

株式等譲
与所得割
交付金 (0.1％)
812万8,000円

地方消費税
交付金 (2.1％) 

3億2,892万
4,000円

ゴルフ場税用税
交付金 (13％)
2億213万426円

自動車取得税交付金 (0.9％)
1億4.852万円

地方特例交付金 (0.1％)　2,087万2,000円
交通安全対策特別交付金 (0.0％)　461万5,000円

歳  入
160億

2,343万
2,178円
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問　

公
用
車
管
理
の
状
況
は
。

答　

分
庁
舎
方
式
の
中
で
、
リ
ー

ス
や
軽
自
動
車
へ
の
乗
り
換
え
を

行
い
、
経
費
削
減
に
努
め
て
い
る
。

問　

コ
ピ
ー
機
の
台
数
は
。
ま
た
、

契
約
内
容
は
。

答　

台
数
は
麻
生
庁
舎
５
台
、
北

浦
庁
舎
４
台
、
玉
造
庁
舎
７
台
で
、

契
約
内
容
は
、
現
在
は
リ
ー
ス
の

み
。
内
容
の
変
更
等
を
し
な
が
ら

安
価
で
の
リ
ー
ス
へ
と
し
て
い
る
。

問　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事

業
の
パ
ソ
コ
ン
関
係
は
妥
当
な
金

額
か
。

答　

情
報
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

入
札
に
よ
り
適
正
な
価
格
で
購
入

し
て
い
る
。

　
　

●

民

生

費

●

問　

補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状

態
は
。
高
額
な
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
管
理

監
督
及
び
指
導
等
を
実
施
さ
れ
た

い
。

答　

市
の
監
査
も
行
っ
て
お
り
、

適
正
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。

問　

生
活
保
護
費
の
市
及
び
町
村

の
負
担
区
分
は
。

答　

市
は
４
分
の
１
が
負
担
と
な

り
、
町
村
は
全
額
県
の
負
担
と
な

る
。
生
活
保
護
費
の
支
給
は
、
法

律
の
基
準
表
に
の
っ
と
り
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　
　

●

衛

生

費

●

問　

ご
み
集
積
所
整
備
の
１
箇
所

当
た
り
の
補
助
金
額
は
。
ま
た
、

フ
ェ
ン
ス
等
も
な
く
野
積
み
状
態

の
箇
所
へ
の
対
策
は
。

答　

平
成
19
年
度
は
１
箇
所
５
万

円
を
補
助
限
度
額
と
し
た
。
平
成

20
年
度
は
４
万
円
が
限
度
額
で
あ

る
。
集
積
所
は
、
地
権
者
の
了
解

な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
地
元
の
要

望
に
よ
っ
て
対
処
し
て
い
る
。

問　

ご
み
分
別
減
量
化
推
進
事
業

奨
励
金
を
支
払
う
対
象
は
、
減
量

化
と
な
る
事
業
を
実
施
し
た
団
体

に
支
払
う
の
か
。

答　

ご
み
分
別
減
量
化
に
つ
い
て

研
修
す
る
団
体
に
２
万
円
を
支
給

し
て
い
る
が
、
別
の
方
法
を
検
討

し
た
い
。

問　

ご
み
処
理
施
設
修
繕
は
耐
用

年
数
も
あ
る
の
で
い
ず
れ
は
直
面

す
る
問
題
で
あ
る
が
、
膨
大
な
費

用
が
か
か
る
。
潮
来
市
や
鉾
田
市

な
ど
隣
接
す
る
市
と
対
応
す
る
な

ど
の
構
想
は
あ
る
の
か
。

答　

行
方
、
潮
来
、
鉾
田
の
３
市

で
担
当
者
会
議
を
立
ち
上
げ
て
お

り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
進

め
て
い
く
。

　
　

● 

農
林
水
産
業
費 

●

問　

平
成
19
年
度
の
地
区
ご
と
の

転
作
達
成
率
は
。

答　

麻
生
地
区
63
％
、
北
浦
地
区

81
％
、
玉
造
地
区
１
０
４
％
で
あ

る
。

問　

麻
生
地
区
の
転
作
達
成
率
の

低
い
原
因
は
何
か
。

答　

取
り
組
む
意
識
が
低
下
し
て

し
ま
っ
た
の
が
原
因
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
職
員
も
率
先
し
て
実

施
し
な
が
ら
、
心
し
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
問　

空
中
散
布
の
実
施
面
積
は
。

答　

平
成
19
年
度
の
実
施
面
積
は
、

１
，

２
９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
平
成

20
年
度
も
散
布
範
囲
の
適
用
変
更

は
な
い
。

問　

空
中
散
布
の
一
反
あ
た
り
の

住
民
負
担
は
い
く
ら
か
。

答　

一
反
当
た
り
１，
７
０
０
円
。

費
用
は
２
，

６
０
０
〜
２
，

７
０

０
円
な
の
で
、
１
，

０
０
０
円
程

度
が
市
の
負
担
で
あ
る
。

問　

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事

業
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
の
か
。

答　

市
の
農
産
物
を
有
利
に
市
場

展
開
す
る
方
策
を
検
討
す
る
委
員

会
を
立
ち
上
げ
た
。
茨
城
大
学
な

ど
外
部
の
有
識
者
や
農
家
の
代
表

者
な
ど
で
組
織
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
は
認
定
農
業
者
の
割
合
が
高

い
。
今
は
方
針
を
検
討
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、

・
農
林
産
業
が
市
の
主
要
産
業
で

あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歳

出
構
成
比
率
が
少
な
い
。
比
率

を
増
や
す
よ
う
考
慮
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

●

商

工

費

●

問　

水
辺
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
と
は
。

答　

財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
か
ら
か
か
る
費
用
の
１
０
０

％
が
補
助
さ
れ
る
事
業
に
申
請
が

通
っ
た
の
で
、
市
内
の
大
規
模
自

転
車
道
事
業
に
活
用
し
た
。
自
転

車
の
購
入
、
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
整
備
を
行
っ
た
。
ま
た
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
２
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
）
付
き
の
看
板
を
設
置
し
、
市

内
観
光
情
報
が
分
か
る
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
た
。

問　

観
光
物
産
館
「
こ
い
こ
い
」

の
売
り
上
げ
及
び
利
用
者
は
。

答　

年
間
総
売
上
げ
は
１
億
５
千

万
円
、
レ
ジ
を
通
っ
た
利
用
者
は

14
万
４
，

７
３
３
人
で
あ
る
。
市

の
配
当
金
は
利
益
約
80
万
円
の
半

分
で
あ
る
。

今
後
も
転
作
達
成
率
を
上
げ
る
努
力
を

今
後
も
転
作
達
成
率
を
上
げ
る
努
力
を

委
託
料
や
リ
ー
ス
料　

さ
ら
な
る
精
査
を

委
託
料
や
リ
ー
ス
料　

さ
ら
な
る
精
査
を

答 問 答 問 答 問 答 問

問 答 問 答 問 答 問

問 答 問 答 問

答 答問

答 問

答

答 問 答 問

スポット情報が分かるＱＲコード付きの看板



　
　

●

土

木

費

●

問　

建
築
耐
震
化
事
業
と
は
。

答　

希
望
者
の
個
人
住
宅
を
耐
震

診
断
士
に
診
て
も
ら
う
補
助
事
業

で
あ
る
。
個
人
負
担
は
な
い
。

問　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の

内
容
は
。

答　

小
牧
区
、
宮
作
区
、
富
田
区
、

浜
区
、
繁
昌
区
で
行
っ
て
い
る
。

問　

生
コ
ン
舗
装
の
内
容
は
。

答　

幅
員
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道

路
を
市
直
轄
で
改
良
工
事
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
維
持
補

修
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

地
区
の
申
請
で
地
元
に
原
材
料
を

支
給
し
て
行
っ
て
い
る
。

問　

企
業
誘
致
は
進
展
し
て
い
る

の
か
。

答　

県
と
協
議
し
て
進
め
て
い
る

が
、
ま
だ
具
体
的
に
は
な
ら
な
い
。

企
業
誘
致
推
進
室
で
誘
致
可
能
な

と
こ
ろ
を
当
た
っ
て
い
る
が
進
展

は
な
い
。

　
　

●

教

育

費

●

問　

太
陽
光
発
電
整
備
の
成
果
は
。

答　

授
業
日
は
自
給
で
電
灯
等
を

賄
っ
て
い
る
。
休
日
分
の
発
電
は

売
電
も
し
て
い
る
。

問　

運
動
施
設
及
び
附
帯
施
設
の

借
地
料
の
見
直
し
は
。

答　

長
期
契
約
の
も
の
も
あ
り
、

検
討
し
な
が
ら
更
新
時
に
地
主
と

交
渉
す
る
。

問　

体
育
振
興
補
助
の
内
容
は
。

財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
子
供

た
ち
の
た
め
に
継
続
し
て
欲
し
い
。

答　

中
学
校
の
体
育
文
化
振
興
と

し
て
、
関
東
大
会
等
へ
の
参
加
費

用 (

宿
泊
費
・
交
通
費) 

を
基
準
に

補
助
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、

・
学
校
給
食
米
へ
の
行
方
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
導
入
の
検
討
を
。

・
全
体
的
に
不
用
額
が
多
く
見
ら

れ
る
。
予
算
編
成
の
さ
ら
な
る

努
力
を
。

・
学
校
等
適
正
配
置
計
画
は
、
本

市
の
実
情
に
詳
し
い
方
の
意
見

も
取
り
入
れ
て
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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問　

国
保
で
の
退
職
者
推
移
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

退
職
被
保
険
者
は
団
塊
の

世
代
で
も
あ
り
、
だ
い
ぶ
増
え

て
い
る
。
法
改
正
で
、
前
期
高

齢
者
が
退
職
被
保
険
者
か
ら
一

般
被
保
険
者
に
移
行
し
て
い
る
。

問　

介
護
予
防
の
取
り
組
み
は
。

国
保
と
連
携
し
た
周
知
徹
底
を

お
願
い
し
た
い
。

答　

計
画
的
、
総
合
的
に
健
康

へ
の
対
応
を
盛
り
込
み
、
運
動

教
室
や
栄
養
教
室
、
口
腔
関
係

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

現
在
の
供
用
開
始
距
離
と

加
入
戸
数
、
加
入
率
は
。

答　

延
長
３
万
１

，

１
４
７
・

74
メ
ー
ト
ル
、
加
入
戸
数
は
４

６
２
世
帯
、
加
入
率
は
47
・
82

％
で
あ
る
。

問　

現
在
の
供
用
開
始
距
離
と

加
入
戸
数
、
加
入
率
は
。

答　

延
長
４
万
１

，

６
３
３
メ

ー
ト
ル
、
加
入
戸
数
は
５
９
７

世
帯
、
加
入
率
は
50
・
82
％
で

あ
る
。

問　

平
成
19
年
度
工
事
で
、
全

体
の
何
％
が
完
成
か
。

答　

97
％
が
完
成
で
、
平
成
21

年
度
に
は
現
在
の
認
可
区
域
が

終
了
す
る
。

問　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
が
、
大
規
模
な
工
事
等
は

あ
る
の
か
。
よ
り
営
業
努
力
を

し
て
、
な
る
べ
く
料
金
値
上
げ

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
。

答　

老
朽
化
は
否
め
ず
、
井
戸

の
能
力
低
下
や
県
水
の
割
合
の

増
加
要
請
な
ど
の
要
因
も
含
め

て
、
５
年
程
度
の
ス
パ
ン
で
見

て
い
き
た
い
。
状
況
に
よ
っ
て

は
、
再
度
の
料
金
改
定
も
あ
り

得
る
。

教
育
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
環
境
整
備
を

教
育
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
環
境
整
備
を

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

平成19年度行方市　一般・特別・企業会計別決算

155億8,093万4,904円 4億4,249万7,274円160億2,343万2,178円一 般 会 計

49億6,794万6,305円 3億2,737万2,338円52億9,531万8,643円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

36億6,105万7,262円 △1,440万2,156円36億4,665万5,106円老 人 保 健 特 別 会 計

25億1,288万6,754円 3,297万5,164円25億4,586万1,918円介 護 保 険 特 別 会 計

3億6,689万6,963円 2,309万487円3億8,998万7,450円農業集落排水事業特別会計

3億6,088万7,245円 708万9,656円3億6,797万6,901円特定環境保全公共下水道事業特別会計

4億3,116万5,052円 1,652万8,551円4億4,769万3,603円流域関連公共下水道事業特別会計

8億0,964万4,438円 275万390円8億1,239万4,828円収 益 的
水 道 事 業 会 計

5億2,452万8,890円 △2億3,645万9,730円2億8,806万9,160円資 本 的

292億1,594万7,813円 6億144万2,974円298億1,739万787円合 計

歳 出 差 引 残 額歳 入

問 答 問 答 問 問 答 問 答 問

答 問 答 問 答 問

答 答 問

答

問 答答 問 答 問


